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　2）肝臓における墨汁穎粒の貧喰程度について：　肝臓
におけるクッペル星細胞の寅喰程度を数値的に示したのが
第2表である。これには先ず細胞W激　200個中貧喰せるも
のの百分率を示し，さらにこれを程度に応じて±，＋，什，
H＋の段階に分けた。
一k@本研究は昭和28年．1，S　At病理学会地方会に発表した。
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第2表　肝における墨汁頴粒の貧喰程度
　　（「列星紬胞200個における％）?
?
????）
?（???）
実験二
???????
??????
貧喰　　± 一十
68．5
63．5
69．0
66．5
62．0
60．5
87．0
85．0
85．5
79．0
82．0
83．5
19．9
20．3
19．0
19．1
24．5
31．6
13．5
21．0
16．5
23．3
23．8
35．3
19．9
19．6
230
28．1
21．1
22．6
33．1
36．5
3L6
45．2
47．2
39．5
十十 冊
15．7
14．1
15．8
11．1
10．8
4．8
13．0
9．5
11．2
8．2
5，6
1．5
21．4
19．5
21．0
8．0
11．5
61
19．0
・9．0
16．3
2．5
0．5
0．6
表示するように，全体を総括的にみると第1群ではE．vi－
rus　1感染後時間を経過するほど墨汁の負喰能は低能は低下
する。そしてまた強陽性度を示すものの率は減少し，．軽度
陽性のものが増加する。
　しかし対照第II群では貧喰をいとなむ細胞数は時聞の
経過と関係なくほぼ一定していて，前述の感染群より率が
高い。しかし強引度を示すものは時閻の経過ともに箆1群
よりさらに減少し，弱陽性を示すものの率が増強するよう
にみえる。
　3）各群の組織學的所見：
第1実験例（本実験）
　本例はEvirus　lo－40．1　cc腹腔内注射後，種々の間隔を
おいて5％墨汁液0．1ccを腹腔内に注射したものである。
　第1群（E．virus感染直後墨汁注射例）
　肝：4例の墨汁顯粒の沈着は大体同程度であるがNo．3
はやや優位に見える。病変は比較的大きな血管の充血が共
通的に見られ，Sinusoidは狭く，　Nα3及び4は出血性で
ある。肝細胞の変性壊死は小葉内に特定の部位的占居を示
さず不規則に現われる。病巣部の細胞援は核溶解によって
種々の程度に被染性を失い，全く消失しているものもあ
る。この附近には肥大型ないし萎縮棲を認める。
　墨汁頴粒は病巣部周囲に比較的多いように思われる。貧
喰の程度により，胞体が腫大して墨汁顯粒で充満され複の
明視出来ないものから，微細顯粒の少量を摂取したもの等
種々の段階が見られる。この墨汁摂取をいとなまない星紬
胞は腫大し，ある部位では若干の単核細胞が混在して肉芽
腫様にみえる。
　脾：全例ともにリンパ濾胞の壊死は特に周囲に強く起
　　第1図　No．3（第1実験例，第1群）肝
肝細胞の壊死，申等大の血管の充血。「ク」星細胞
により貧喰された墨汁穎粒は塊状乃至不平等に配
列し，「ク」星細胞の特有な突起が消失している。
きている。何れも濾胞のリンパ球は強く核破壊をおこし，
細網細胞は腫大する。赤色髄ではSi且usは著しく拡張し，
出血性で内皮は不明瞭，細網細胞は腫大し墨汁頴粒を摂
取する。この他脾髄細胞及びリンパ球が軽度に増加して
いる。
　墨汁穎粒はリンパ濾胞周囲に比較的多いが，赤色髄の細
網細胞内にも散在性にみられる。
　肺：　墨汁顯粒は肺胞壁の毛細血管外周にあたって微細
顯粒として証明せられる。
　病変はNo．3にやや強く肺胞壁の瀬漫性肥厚及び気管粘
膜上皮の変性輝輝として現われる。後者においては粘膜上
皮の原形質はややエオジンに好固して顯粒状に崩解し封入
体のようにみえる。
　腎：　全例を通じて墨汁穎粒の沈着は殆ど証明せられな
い。
　病変としては糸球体及び細尿管間質毛細血管の充血であ
　　第2図　No．2（第1実験例，第1群）牌
リンパ濾胞の周辺のリンパ球の壊死崩壊が特に強
い。細網細胞は腫大し，貫喰墨汁穎粒は濾胞周辺
に多い。
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る。
　、心：、墨汁穎粒の沈着は殆’ど認め難い。心筋線維は部分
的に軽度に膨i化し，棲も腫大して不規則な形をとるものが
ある。問質細胞も腫大し，血管周囲では増加してみえる。
　膵＝　墨汁穎粒：及び病変は殆ど証明し難い。　　　、
　第2舞（E．virus感染後12時聞目墨汁注射例）
　肝：virusによる病変はNo．　5及び7はそれぞれ同程
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　度であって，かなり高度の変性壊死が肝小葉の各帯に亘り，
No．5は出血性である。　No．7は比較的大ぎな静脈周囲に単
核細胞の浸潤が目立っている。　　　　　　　　　、
　墨汁頴粒は病巣周囲の「ク」星細胞に強く摂i取せられ，
量的に種々の程度的差異があるが，粗大穎粒状で原形質内
分布は不平等である。そしてまた星細胞及び単核細胞が集
合して結節様にみえるところでは，胞体が崩解して墨汁穎
粒は各散状をなしている。
　脾1　各例は共通的に著明な充血とリンパ濾胞の壊死性
変化を認める。さらに第1群と少し異なる所見は，さらに
白血球が集団状に散在性にみられる点である。
　墨汁顯粒の沈着は第1群に比較してNo．5，6はかなり滅
弱している。その沈着部位は墨汁液の単純封鎖例にみられ
る如く，リンパ馬肥周囲に多量ではなく寧ろ減弱してい
る。墨汁輝輝は赤色髄の細網細胞に摂取されているが，胞
体が充溝せられて核の不明となるものは少ない。墨汁顯粒
は粗大頴粒状でまばらに，しかも不平等に配列する。No．
7には多数の単核円形細胞を認めるが，これらの墨汁摂取
は極めて軽度か，殆ど陰性である。
　肺；　共通的にみられる所見は著明な充血，気管支粘膜
の顯粒状崩解及び肺胞壁の開静性肥厚である。Nα5は間
質の肥厚は弱く，No．　7では間質に単緩細胞を混じ白血球
の浸潤及び気管支粘膜上皮の増殖がみられる。
　墨汁穎粒は全体として第1群より多量で，殊にNo．6に
著晩である。穎粒は多くは粗大で胞体に一致し，量的に種
’々の段階がみられる。胞体が墨汁で充満され核の不明なも
のが比較的多い。
　腎：墨汁野守の極めて少量が，間質の血管周囲細胞及
び糸球体に証明される程度である（No．5，8）。　　　　）
　病変としては糸球体及び間質毛細血管内に赤血球の増加
と，細尿管上皮細胞の軽度の変性を認める程度である。1
　心：　墨汁顯粒は間質組織球内に極めて微量証明せられ
る（No．7）。心筋線維は著しく疎開し，毛細血管は軽度に拡
張する心筋線維自体の変性は殆どみられないが，榎の大小
不同化が目立っている。
　膵l　No．7の血管外周位の組織球に微量：の顯粒を認め
る。血1管は充血性で，No．7では血管内の白血球が増加す
る。
第3轟（Evirus感染後1日目墨汁注射例）
　肝：墨汁顯粒の量的関係からすれば第2群より強く，
第1群に殆ど匹敵する。肝細胞の変性壊死の程度はNo．9
は軽度であるが，他は何れもかなり著明な変性壊死を示し
ている。No．9は著しく出血性である。
　墨汁穎粒は病巣部の周囲に多いように思われる。墨汁穎
粒の摂取状態をみると，程度の弱いNo．9では粗大塊状の
ものが多く，その分布状態も不規則で榎を認め得る。そし
て細胞全体は突起は不明瞭である。しかし程度の強いNo．
10では細胞の胞体は墨汁顯粒で充満せられ，且つまた細胞
の細い突起端まで分布するものがある。
　脾：　病変は前群と同様著明な充血，リンパ濾胞の壊死
性変化であるが，No．12を除いて病変はかなり高度であ
る。唱
　墨汁顯粒の沈丁程度は第1群に近い。リンパ濾胞周囲の
壊死の高度なところでは，細胞の崩解に混じて微細顯粒状
に分散して見える。赤色髄では細網細胞va一一致して散在性
に現われ，黒色の粗大側膳で疎性に配列するものが多い。
単核円形細胞の墨汁摂取は殆ど陰性である。・
　肺：　比較的大きな気管支粘膜上皮の顎粒状半解と肺胞
壁の肥厚：を認める。後者はNo．11に強くみられ、肺胞腔は
著しく狭くなり，1血管周囲に細胞浸潤を認める。
　腎：　病変としては糸球体及び聞質の充血と細尿管上皮
の厘大及び核の消失であるが，程度的に軽度である。墨汁
頴粒はNo．9，10にのみ証明せられる程度である。
「心：　心筋線維iの変化は明かでないが，核の腫大が認め
られる。さらに目立つ所見は，毛細血管は壁細胞の踵大及
び外周細胞の増加によって索状にみえる点である。墨汁顯
粒は陰性である。
　膵：　墨汁顯粒は陰性。充血やや著明，No．11は腺細胞
棲は膨化し，No．112は濃縮性にみえる。
　第4群（E．virus感染後2日目墨汁注射例）
　肝：肝細胞の変性壊死と再生による肥大榎を混ずる病
巣は，肝小葉の各帯に亘って不規則に現われることは前記
諸例と同様である。
　墨汁置忘はNo．　14を除く他の3例は著しく少量である。
墨汁蝉吟は昆紬胞に一致して紡錘形ないし円形に現われる
が，No．　13は黒色郷里は全く胞体を充満し核の所在が不明
なものが多い。No．　13，15の如く墨汁顯粒の少ないものは
微細穎粒で疎性の分布し，Nα16はこれに多少粗大単粒を
混じている。
　脾：　リンパ濾胞周囲組織の凝固性壊死，内部リンパ球
の崩解，細網細胞の腫大を認めること前記実験群と同様で
ある。しかし濾胞リンパ球の再生傾向と赤色髄中の白血球
を混じた単核円形細胞の集団が目立っている。
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　墨汁顯粒は第3群と程度的に匹敵する。その沈着の状態
もほぼ同様であるが，Nα13は巨細胞に墨汁顯粒を認め，
またNo．14はリンパ濾胞外周赤色髄に多い点がややこと
なる。
　肺：　気管支粘膜上皮原形質の穎粒状崩解，肺胞壁の肥
厚及び充血を認める点は上記群と同様である。ただNo．　16
は肺胞壁にみられる白血球が多い。
　墨汁頴粒は肺胞壁細胞に一致して微量認め，時に肺胞腔
内単棲大細胞にもみとめることがある。
　腎：全例に軽度の充血がみられ，細尿管上皮の部分的
変性融解はNo．13，16にかなり明瞭である。墨汁穎粒は
Nα13に辛うじて証明される程度である。　　　．
　心：N（）．　15では心筋線維iの部分的水腫性膨化を認め，
No．16では筋榎は腫大し，その部分の間質細胞も不規則な
形をとって増殖の傾向を示しでいる。墨汁顯粒は殆ど証明
せられない。
　　　　　　　　　　　ら　膵：　軽度の充血を認めるが，実質細胞の変性崩解は明
らかでない。No．14は細胞核は著しく恵山し，若干のもの
に原形質の曲解を認めた。
　第5群（E．virus感染後3日目墨汁注射例）
　肝：　各例に肝細胞の変性壊死を認め，No．20を除き他
の3例の壊死巣は出血性である。
　墨汁頴粒は大体壊死巣周囲に多量証明せられる。墨汁顎
粒はク星細胞の胞体に一致し，量的に種々の程度的差異が
みられた。また原形質内の墨汁頴粒の分布状態は不平等
みえ殊｝C　No．20は細胞の変性が強く小塊状又は分散状に
で，る。
　脾1各面ともにリンパ濾胞の壊死性変化が強く現わ
れ，細網細胞の墨汁頴粒の貧喰能は著しく減退している。
また摂取量も種々の程度的差異がみられ，2～3個日小雲粒
を有するものから胞体の充満せられるものがある。しかし
後者は少なく且つ一粒は微細で核を明視出来るものが多
い。
　肺：　軽度の気管支粘膜上皮の変性崩解，肺胞壁の昌昌
性肥厚を認め，No．19は充血強く出血性である。墨汁穎粒
は極めて微量証明せられる。
　腎：　細尿管上皮全体として軽度に二大し，髄質は部分
的充，出血を認める。
　心：間質小血管壁細胞の腫大を認める。
　嘩：　病変も墨汁顯粒も証明し得ない。
　第6群（E．virus感染後4日目墨汁注射例）
　肝：各例ともに変性壊死巣を認め，No．　24は出血が著
明である。墨汁穎粒は全体として少量であるが，No．22は
今までの諸例とはかなり趣を異にする。即ち毛細血管に一
致して樹枝状に見られるもので，明かに「ク」星細胞に貧
　　第3図No．24（第1実験例，第6群｝肝
出血性壊死を呈するが，「ク」星細胞による墨汁貧
婦は全体的に弱く且つ貧喰出は減少している。
喰されたものは少ない。部位的に小葉周囲帯に多く，病巣
とは直接関係を認め難いようである。
　脾：　リンパ濾胞の壊死性変化を主体とする病変は極め
て著明であるが，細網細胞に摂取された墨汁穎粒は少量で
ある。
　肺；　気管支粘膜の変化，肺胞壁の肥厚及び充血を認め
ること上記旧例と同様である。しかしNo．24は気管支粘
膜上皮の変性崩解は特に著明で，内腔に多数の棲破片を含
み，気管支周囲に円形細胞の浸潤が見られる。墨汁顯粒は
極めて少量証明せられるに過ぎない。
　腎1墨汁顯粒は殆ど証明し難く，病変はNo．23におい
て細尿管上皮の部分的変性を認めた。
　心：　心筋線維は水腫性粗懸を示し，血管の充血を認め
る。
　膵：墨汁穎粒は証明し難く，腺細胞の明かな変性はみ
られないが，部分的に複腫大を認める。
第II実瞼例（対照）
　本例は加音不活性化virus　10一’i　O．1ccマウス腹腔内注射
後，種々の聞隔をおいて5％墨汁液0．1ccを腹腔内に注射
せるものである。
　第1群（不活性化virus注射直後墨汁注射例）
　肝：墨汁整粒を貧喰した「ク」星細胞は肝小葉の各層
に亘って平等に散在している。そして細胞内においては墨
汁穎粒は胞体に一致して平等に、且つ一様に分布し，特有な
突起を認めることが出来る。各星細胞に摂取された墨汁穎
の量的程度に差異が見られるが，胞体が全く充満され棲の
不明瞭なものは少ない。そして穎粒の大きさもほぼ同大で
揃ってみえる。
　脾；　墨汁顯粒は主としてリンパ濾胞周辺の細網細胞に
摂取せられる。リンパ濾胞の内部では殆ど認め難く，赤色
髄では遙かに少ない。
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　第4図No，　K：2（第II実験例，第1群）肝
「列星細胞に面喰された墨汁顯粒は平等且つ一様
に分布し，特有な突起を認める。
　肺：　墨汁穎粒は肺胞壁の組織球に少量摂取せられるの
みである。病変はK4に限局性の小さな気管支ll生肺炎巣を
認めた。
　腎：　墨汁頴粒も病変も認められない。
　心：　心においても墨汁頴粒は認め難く，K1に心筋聞
質に．軽度の細胞浸潤を認めた。
　膵：　墨汁丁掛も病変も認められない。
　第2群（不活性化virus注射後12時問目墨汁注射例）
　肝：「ク」星細胞の墨汁穎粒の摂取態度及び肝小葉内
分布状態は第1群と殆ど同様である。しかし強度の貧喰を
いとなむものやや少なく且つ原形質内分布状態の不平等な
ものがある。肝細胞の変性壊死は殆ど認め難いが，散在性
に小さな肉芽煙形成がみられる。
　その他の臓器では脾及び肺において軽度の墨汁穎粒を認
める外，腎，心及び膵は陰性である。
　第3群（不活性化vlrus注射後1日目墨汁注射例）
　墨汁顯粒は肝に最も大量，脾及び肺にも少量認めるが，
他は殆ど陰性である。
　病変としてはNo．9の肺に慢性気管支周囲炎を主体とす
る一種の肺炎を認め，心筋間質血管壁細胞の腫大を認める
程度である。
　第4群（不活性化virus注射後2日目墨汁注射例）
　肝：墨汁顯粒を摂取せる「ク」星細胞数は本実験雪中
最も少ない。No．13に粟粒膿瘍の形成を認めた。
　その他の臓器の墨汁穎粒の沈着は極めて微量で，脾及び
肺以外は殆ど陰性である。肺に気管支炎及び血管周囲炎に
もとつく結節状肺炎巣を認める。
　第5酵（不活性化virus注射後3日目墨汁注射例）
　肝：墨汁顯粒を摂取せる多数の星細胞数に比較して強
度のものは少ない。No．16，20に亜粟粒大の肉芽腫形成を
認める。
　その他は脾及び肺に軽度の墨汁顯粒を認める他は陰性で
，ある。No．20の肺において気管支周囲に結節よう細胞浸潤
を認める。
　第’6群（不活性化virus注射後4日目墨汁注射例）
　墨汁穎粒の沈着状態は前記第5群ほぼ同様で，肝に最も
強く，．脾及び肺に軽度である。その他の病変は旧び認めな
い。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・
第III輿験例（対照）
　肝：各例はほぼ同様の病変を呈するが，No。26は肝細
胞め変性壊死強く，No．28は「ク」星紬胞の腫大増殖と毛
細血管に一致して単核円形細胞が多数認められる。
　脾1各例ともに著明な充血，リンパ濾胞の壊死，赤色
髄の細網細胞腫大及び単核円形細胞及び白血球の集団的増
加を認める。
　肺．：　気管支粘膜上皮の軽度の穎粒状崩解と肺胞壁の肥
厚を認める。
　腎：細尿管上皮の軽度の変性を認める。
　　　　　　　　　　　　　　　ロ　心；心筋線維の永腫性疎性化と線維自体の部分的膨化
及び間質特に血管周囲二三の腫大増殖を認める。
　膵＝　軽度の充血と腺細胞に軽度の変性を認める。
総 括
　以上第2報の実験成績を総括すると次の如くである。
　1）感染マウスの生存時間：　第1実験例（本実験）は単
純感染の第III実験例（対照〉より若干短縮される傾向があ
る。
　2）各臓器における墨汁貧喰旧態の比較：　第1実験例
の肝においては，感染後時間の経過の長いものほど「ク」
星細胞の墨汁穎粒の貫喰作用は低下する。これを中等度以
上に貧喰せる細胞についてみると，感染後1，2日までは対
照例（第II実験例）とほぼ同様であり，巾には却って増強
しているものが見られる。しかし感染後3，4日目になると
次第に減少し，4日目ではさらに著明に減少する。
　脾は肝に弐ぎ中等度の墨汁頴粒の沈着を認めるが，感染
後二二の経過とともに墨汁三山を摂取した細網細胞の数は
減少する。対照の第II実験例（不活性化virUS使用）に比
較すると墨汁二二の貫喰は全体としてやや強く，殊に感染
早期に墨汁注射を行ったものは著明に見える。
　肺では墨汁穎粒はさらに軽度となり，対照の第II実験例
と殆ど同様である。
　この他門，心及び膵の墨汁顯粒はさらに減弱し，出現も
不定となる。しかし対照の第II実験例に比較すると墨汁穎
粒の証明例はやや多いように見える。
　組織学的に見ると，本実験例では貧喰せられた墨汁門門
は塊状且つ不規則不平等に原形質内に分布する。そしてこ
の墨汁摂取細胞は大体において壊死巣の周辺に強い。これ
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に反して対照の第II実験例においては，「ク」星細胞に摂取
せられた墨汁穎粒は胞体内に平等．且つ一様に分布し，細胞
の突起部でも墨汁を認めることが出来る。脾及びその他の
臓羅では肝の「ク」星細胞程の著明な差異は認められない。
　3）各臓器における病変の比鮫：　第1実験例において
はvirus感染と同時に，墨汁封鎖処置を行ったものは肝及
び脾の病変はやや減弱するように見えるが，それ以上時間
の経過後の墨汁注射例ではそれ程の影響をうけないように
見える。
　その他の臓器では対照と有意義の差異を認めることが出
来ないようである。
　以上の成績からE．virus感染をうけたR．E．S．特に肝及
び脾では，墨汁二三能の変調をき’たすことは明かである。
　そして両者とも感染が進むと貧喰能は滅退するが，初期
では対照に比較してやや増強の傾向を示し，脾に明瞭であ
る。．このことはvirUSの感染初期は細胞を刺戟し活性化せ
しめることを示唆するものである。　一
　　　　　　　　　　全篇の考按
　従来R．E．S．は一般細菌感染の防禦機構として重要な役
割を演ずると考えられていた。この有する作用は細菌を貧
血破壊し，さらにこれに対する抗体を形成する点にあっ
た。しかるに最近真の抗体産生はリンパ球ないし形質細胞
で行われるという説が提唱せられてきた2）・：1）。virUS感染に
おけるR．E．S．の作用は漠然と一般細菌と同様なもののよ
うに思い込まれ，これに関する研究も少ない。Ledingham4）
はIndian　inkで家兎皮膚を封鎖し，局所に牛痘virusを
接種すると註記が著しく抑制される導実を次の如く説明レ
ている。即ちinkの刺戟に．よるR凪S．の増殖による抵抗
性の増強であるという。．田中5）は，牛痘virUSの家兎耳静
脈内初感染では初期にR，E．S．の発達した脾及び肝に多量
のvirUSが証明され，親和性臓器である睾丸に少ないと々・
う。しかし盛塩封鎖処置後virUS感染を行うと，　virUSは
脾，肝だけでなく却って睾丸及び脳に多量証明せられると
いう。これはR．E．S．が封鎖せられるためvirusは長く血液
中に遊離し，睾丸及び脳に達すると説明している。また第
1報の緒言でのべた如くFenner6）は，　R．E．S．をvirusの
増殖部位と考えている。このようにR．ES．はvirus感染
においてもth：要な役割を演ずることが推量される。
　著者等は感染機序の研究の一環として，従来行われてき・
たRES．封鎖処置を行ったマウスにEvirUSを感染させ，
またはvirus感染後墨汁注射を行う実験を試みて感染の経
過を観察した。この成締については第1及び2報の末尾で
総括したところである。
　第1報の実験で見られるように，墨汁封鎖処置後virus
感染を行うと肝，脾のようなR．E．S．病変は減弱するが，他
の臓器組織の病変はむしろ増強するとゆう成績を得た。こ
れは上述の田中の牛痘virUSの二品と一致するものであ
る。これはR．E．S．封鎖により寅喰を免かれたvirusは他
臓器に運ばれ，いわゆる場の移動を起したと考えれば理解
出来ると思われる。著者の実験ではvirus量は測定しなか
ったが，細胞封入体の増加の傾向を示すのはこのことを示
唆する。E．　virus　t　virusの中でも旧き’なものに属し，生
体に注射せられたものは，先ず一般異物と同様に容易に
R．E：S．に摂取されることは当然考えられる。予め墨汁穎粒
を置旧したR・E・S・にさらにvirus摂取は困難になり，また
は細胞内のウィ・一一ルスの増殖が障碍されることが考えられ
る。このことから，肝細胞内へのvirUSの侵入は「ク」星
細胞を介して行われるのではあるまいかということが予想
される。
　また脾ではリンパ濾胞の壊死は外周に強く生ずるのであ
るが，墨汁頼粒の三三は同じ部に強く起る点と符合するよ
うである。即ちvirusは先ず一般異物と同様，リンパ濾胞
周辺の細網細胆に強く山坂せられて増殖するものと考えら
れる。従って墨汁注射を繰返して封鎖が強くなると，病変
はかえって減弱するの1’＃当然であろう。
　同じくR．E．S，に属するリンパ節の中で胸部のものにつ
いて観察し却が，墨汁穎粒の摂取に不定で病変との関係を
検討することは出来なかった。これはリンパ節の部位的関
係によって墨粒の到達に難易の差があるためと思われる。
　第2篇の実験はE．vlrus感染後面汁液注射によりR．E．S．
の三三状態を観察したものである。これによるとvirus感
染直後では肝のク星細胞の貧喰状態は対照と大差が見られ
ない。　しかし感染後一定i時間が経過し，virusの増殖とと
もに細胞の変化が現われると三三に貧二二は低下し，且つ
形態学的にも原形質内三二の分布状態等に異常を生じて来
る。この関係は脾にはいでも同様であるが，細網細胞内の
墨粒の細胞内分布の変化は肝の星細胞ほど著明でない。
　virusを摂取したR．E．s．の細胞の変化を系統だてて見る
と，virUS摂取初期は腫大して著しく活性化してみえる。
この関係は異種蛋白体注射によるR．E．S．の変化に類似す
る。　こ 際の三二機能は増強するようにみえる。その後
virUSの増殖にしたがって，増殖が強きに過ぎるとぎは細
胞は変性崩解し，適当量の時は細胞は増殖し，一部円形単
核細胞の形態をとるように思われる。脾の細網細胞の初期
の墨粒摂取は対照に比較してより強く見えたのはこれで説
明されるように思われる。そして細胞が変性崩解すると貧
喰能は低下する。しかしR，E．S，の円形単核細胞の形態を
とったものは墨粒摂取は弱いか，殆ど陰性である。R．E．S．
系統の細胞は，肝細胞等の上皮性細胞に比較すると変性崩
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解の度は弱く，寧ろ増殖：の傾向を示している。
　肝及び脾以外の臓器組織でも，組織球性細胞の墨粒の貧
喰がやや対照より蜘・のは次の如く考えられる。肝脾の如
き強力なR．E．s．は大量のvirusを摂取するため月旦摂取
能力が低下し，長く流血中に停滞して肝及び脾以外の臓器
組織に多量運ばれる。これに加えてJ．これらの組織球性細
胞は比較的少量：のvirUSを摂取して活性化しているためと
考えられる。virUS感染の前後に墨汁封鎖処置を行うと，
マウスの生存日数は短縮せられ，特に感染前の封鎖処置例
に著しい。このことは，virUS感染においてR丑S．は防禦
作用に密接な関係の存することを示唆するものである。
　しかし上述の如く，FennerはRES．はvirusの増殖部
位として強調しているので，著者等の想定は一見矛盾して
いるように見える。著者の一人奥山は，E．　virus感染マウ
スの臓器組織内virUSの消長を定量的に測定した7）。　これ
によると，Virusは接種局所のリンパ節，脾及び肝では初
期より急激に増殖し，7日目を頂点として急激に減少する。
しかし親和性組織の皮膚では増殖はややおくれ，しかも緩
徐　⊂増殖して10～14日で最：高に達し，以降減少するが，
R．E．s．に比較してかなり緩1慢である。　R．E．s．と皮麿のvi－
rusの消長は異なるもので，　R．E．s．においてはvirusの増
殖と減少が連続的に起ることが判る。そこでこのvirUS晶
晶因子が間題になるが，virusは一般細菌と異なり単なる
面喰による破壊は期待し難く，抗体作用が最も強力にvi－
rusを不活化せしめると考えられている。そこでR．E．S．が
組織学的に抗体の作用を受け易い位置にあることがまず第
1の因子としてあげられる。R．E．S．における抗体形成が疑
われている今日，この作用する抗体は先ず形質細胞ないし
リンパ球で形成され，R．E．S．に吸収されたとすれば説明が
つくようである。また一方R．ES．に属する細胞はvirusの
増殖に対するcapacityが小さいのではないかということ
も考えられる。しかしこれは憶説であって，この問題の解
決はさらに研究を要するものである。
結 論
　実験的にマウスのE．virus感染前後に墨汁封鎖処置を行
い，訳の如き・結論を得た。
　1）墨汁による封鎖処置はE，virus感染マウスの生存．
日数を短縮せしめる6このことはvirUS感染においても
R．E．Sは生体の防禦反応に関係するものと考えられる。
　2）virus感染前にRE．s．を封鎖すると，肝及び脾の病
変は減弱し，他の一般臓羅組織の病変は増強する。これは
R．E．S．封鎖1⊂よるvirusの話合の移動と解せられる。
　3＞virus感染後墨汁の封鎖を行うと，　R．E．S．の摂取能
力は減弱し，且つ墨粒の細胞内分布状態は正常と異なる。
　　　　　　　　　　　　　　　　（昭和30，8．5受付）．
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Summary
　　The　present　study　was　made　in　order　to　investigate　effects　of　virus　infection　on　the
phagocytic　ability　of　the　R．E．S．　of　mice　inoculated　with　ectromelia　virus．
　　Remarkable　functional　and　morphological　changes　were　noticed　in　the　Kupffer　cells
of　the　liver　of　the　lnfected　mice．
　　The　later　the　injection　of　lndian　ink　was　made　after　inoculation，　the　smaller　was
the　amount　of　the　ink　deposited　in　the　Kupffer　cells　of　the　liver．　As　for　the　distribution
of　the　ink　in　the　Kupffer　cells，　no　uniformity　or　regularity　of　any　significance　could　be
observed　in　the　liver　of　the　infected　animals．　Furthermore，　it　is　a　point　of　interest　that
the　cells　withdrew　their　characteristic　projections．
　The　results　from　report　1　and　2　are　summarized　as　follows：
　　1．　The　blocking　treatment　of　the　R．E．S．　with　lndian　ink　apparently　shortened　the
survival　tirne　of　the　infected　mice．　This　might　be　due　to　a　lowering　in　the　function　of
the　R．E．S．，　influencing　the　protection　of　mice　against　viral　infection．
　　2．　When　the　blocking　treatment　was　made　prior　to　the　virus　inoculation，　the　cha一
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ゲractristic　lesions　of　the　liver　and　the　spleen　decreased　in　their　intensity，　while　lesions　of
ahigher　degree　were　observed　in　other　organs．　The　above　probably　results　from　the
fact　that　the　virus　inoculated　into　the　mice　distributes　itself　among　the　organs　of　the
animals　in　a　manner　different　fronl　control．　　　　　‘
　　　　3．When　the　blocking　was　carried　out　after　the　virus　inoculation，　deposits　of　the
ink　in　the　RE．S．　were　found　in　smaller　amounts　as　compared　to　control　case　and　the
state　of　the　deposition　in　the　cells　differed　from　control．
　　　　4．Though　the　cells　of　the　RE．S．　may　allow　a　viral　agent　to　enter　and　to　propagate
therein，　it　seems，　neverthless，　to　be　true　that　the　R．ES．　plays　an　i血．portant　role　in　the
protection　of．mice　against　the　infection　of　the　virus．　Thus　the　R．ES．　is　considered　to
be　of　great　importance　in　controlling　the　spreading　of　the　virus　throughout　the　susce－
ptible　organs，
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（Received　Aug．5，1955）
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